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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】大量肝切除の安全性向上およびその適応拡大において、肝切除前に非塞栓肝葉の再生肥大と塞栓肝葉
の萎縮をもたらす術前経皮経肝門脈枝塞栓術（PVE）が有用であることが明らかにされている。しかし、PVEに
よっても非塞栓肝葉の再生肥大が誘導されず、その結果、予定された肝葉切除が困難となる場合がある。一方、
血清type 4 collagen 7s domain（7s collagen）値は肝線維化マーカーのひとつで、肝組織の肝炎活動性や肝
線維化と相関することが知られている。そこで、PVE後非塞栓肝葉の体積変化と術前7s collagen値の関係、
およびPVEの限界予測としての7s collagen値測定の意義について検討した。 
【対象と方法】対象はPVE後肝右葉切除を予定された肝癌32例で、そのPVE前に血清7s collagen値を測定し、
PVE後非塞栓肝葉（左葉）の体積変化と7s collagen値の関係、および術後成績からPVEの限界予測としての
7s collagen値測定の意義について検討した。 
【結果】PVE後非塞栓肝葉体積は有意に増加（p＜0.001）、肝切除率（全肝体積に占める切除予定肝体積）は
有意に減少した（p＜0.001）。非塞栓肝葉体積増加率は 7s collagen値と負の相関を示した（r＝－0.472，p
＝0．0063）。7s collagen値が8ng/mLより高値であった4例中3例は非塞栓肝葉体積増加がみられず、肝右
葉切除を断念した。また7s collagen値は非癌部肝組織の肝炎活動性（p＝0.447，p＝0.O128）や肝線維化の程
度（p＝0.385，p＝0.0323）と相関した。 
【結語】PVE前血清7s collagen値はPVEの効果予測に有用な指標であり、7s collagen高値（＞8ng/mL）例で
はPVEの効果が期待できないと考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 大量肝切除の安全性向上およびその適応拡大において、肝切除前に非塞栓肝葉の再生肥大と塞栓肝葉の萎縮
をもたらす術前経皮経肝門脈枝塞栓術（PVE）が有用であることが明らかにされている。しかし、PVEによって
も非塞栓肝葉の再生肥大が誘導されず、その結果、予定された肝葉切除が困難となる場合がある。一方、血清
type 4 collagen 7s domain（7s collagen）値は肝線維化マーカーのひとつで、肝組織の肝炎活動性や肝線維
化と相関することが知られている。そこで、本研究においてはPVE後非塞栓肝葉の体積変化と術前7s collagen
値の関係からPVEの限界予測としての7s collagen値測定の意義を検討した。 
 対象はPVE後肝右葉切除を予定された肝癌32例で、そのPVE前に血清7s collagen値を測定し、PVE後非塞栓肝
葉（左葉）の体積変化と7s collagen値の関係、及び術後成績からPVEの限界予測としての7s collagen値測定の
意義について検討した。その結果、PVE後非塞栓肝葉体積は有意に増加（p＜0.001）、肝切除率（全肝体積に占
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める切除予定肝体積）は有意に減少した（p＜0.001）。非塞栓肝葉体積増加率は7s collagen値と負の相関を示
した（r＝－0.472, p＝0.0063）。7s collagen値が8ng/mLより高値であった4例中3例は非塞栓肝葉体積増加が
見られず、肝右葉切除を断念した。また7s collagen値は非癌部肝組織の肝炎活動性（p＝0.447,p＝0.0128）や
肝線維化の程度（ρ＝0.358,p＝0.0323）と相関した。したがってPVE前血清7s collagen値はPVEの効果予測に
有用な指標であり、7s collagen高値（＞8ng/mL）例ではPVEの効果が期待できないと考えられた。 
 本研究は、7s collagen値測定が、大量肝切除前PVEの有効性予測に有用であることを明らかにし、肝臓外科
症例の成績向上に寄与することが大きいと考えられる。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに
値するものと判定された。 
 
